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略歴 
出身大学：  2015年～	 昭和大学医学部小児科学講座/講師 
                2001年～	 シカゴ大学順類遺伝学講座 

2000年～	 山形大学医学部 / 講師  
1997年～	 山形大学医学部附属病院 / 助手  
1996年	 	 医学博士 

	 	 	 	         1988年	 	 山形大学医学部卒 
 
専門：	 	 	 神経、てんかん、遺伝医学、脳形成異常、小児医学	 	 	  
 
学会：	 日本小児科学会	 	 	 	 	 小児科専門医，指導医、学術委員会委員  

日本小児神経学会	 	 	 	 小児神経専門医，評議員，国際化推進委員会委員長， 
長期計画委員会委員，東日本大震災支援委員会委員  

日本人類遺伝学会	  臨床遺伝専門医、評議員  
日本てんかん学会	  てんかん専門医，てんかん専門医指導医   
Pediatric Neurology(米国小児神経学誌), Editorial Board Member(編集委員会委員)  
Epilepsia(国際抗てんかん連盟機関誌), Editorial Board Member(編集委員会委員)   
小児神経症例検討会（蔵王セミナー）事務局  
乳幼児けいれん研究会	 	 	 世話人 
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